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新疆における食糧生産の経年変化と水資源の関連性
The Relationship between the Food production and Water Resources of Xinjiang Provence
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本研究では、乾燥・半乾燥地域に位置する新疆の主な水資源である積雪と食糧生産の関連性を明らかにするため、SPOT
VEGETATION(1999年-2012年)データセットから NDSI(Normalized Difference Snow Index)画像を作成し、新疆におけ
る積雪面積の時空間的な変化について検討を行った。また、新疆統計年鑑（1999年-2012年）に記載されている耕地面
積及び有効灌漑面積などのデータをデジタル化及び地理情報システム（GIS）により地図化し、新疆における食糧生産の
時空間的な変化について解析を行った。
積雪面積の時間的な変化の結果では、新疆における各年の積雪面積は1999年の9636.5000kmから2012年の13957.2000km

まで達し、14年間で約 4320.5000km増加していることがわかった。積雪面積の空間的な変化としては、南新疆の崑崙山
脈周囲の積雪面積の増加が顕著で、天山山脈周囲では年々変動があることが確認出来た。
統計年鑑により解析結果では、新疆における耕地面積及び有効灌漑面積は、積雪面積と同様に南新疆の崑崙山脈周囲

の扇状地で増加傾向であることが確認出来た。
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